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さらに OECD の分析によると、1980 から 98 年の期間、産業界の研究開発投資は全要素生産性の向上に顕著な
インパクトを与え、大学等の公的部門の研究開発もポジティブに有意義であり、そのインパクトは国全体の研
究開発費投入率の大きい国ほど著しく、インパクトの大きさも年と共に増大してきた〔OECD01 〕。 
わが国においても、計量経済学者が 71～95 年の期間の経済成長に占める技術進歩の寄与率は約 35％を占め
ていたこと〔科技 99〕、70 年代における民間部門の研究開発費の収益率が 39％で、日米における研究開発費の
収益性が著しく高いこと〔小宮 84〕などの計算結果を発表していた。 
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＊わが国経済はオチコボレ 
































































































 米国およびＥＵ諸国は 80 年代にすでに低成長に。工業化社会が成熟段階に達したためという認識が強い。ロ
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（第 2 報）“、同第 15 回大会（2000 年）、”イノベーションのダイナミ
に関する総合的指標開発の試み（第 1 報、第 2 報）”研究・技術計画学会第 17 回年次大会講演
”（Sept．20、2000） 
Oslo Manual –proposed Guideline for c cting and interpreting technological innovation 
） 
 Growth: Panel Data Analysis of 16 OECD Countries” 
perity” Council on Competitiveness（1999） 
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